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豊川小学校沿革史概要
年月日 名称・変遷など

明治８年５月３日
５月から１１月まで豊田村谷口覚平家を借上げて、豊田小学
校を設立する。通学区域は豊田・豊田町・河崎・奥吉田・崎
山の５ヶ村。

明治８年１２月 明治１１年８月まで豊田町村安田量蔵宅を借上げる。

明治１１年８月
文明小学校と改称する。また、学区域より河崎・崎山２ヶ村
が分立して河崎村福村孫八宅を借上げて開稚小学校を設立す
る。

明治１１年９月 明治１２年７月まで豊田町村的場吉郎右衛門宅を借上げる。

明治１２年８月 明治１４年１１月まで豊田町村橋本久松宅を借上げる。

明治１４年１２月
文明小学校と開稚小学校が合併して、豊田町小学校と改称す
る。

明治１４年１２月 明治１６年６月まで、荒石比古神社社殿を借上げる。

明治１６年７月

豊田村的場宅平氏より５ノ部３番地の田地８畝１５歩が寄付
され、校舎を新築する。当初は東向きにして６間４間の二階
造りであったが、その後狭くなり、増築して１２間に６間と
し、北向きとする。

明治１６年８月 豊田小学校と改称する。

明治２０年４月 小学校令により、尋常科豊田小学校と改称する。

明治２１年４月 簡易科を開設し、豊田尋常簡易小学校と改称する。

明治２５年４月
４月より新小学校令が実施され、従来の豊田尋常・簡易小学
校が廃止され、豊田尋常小学校（修業年限４ヶ年）を設置す
る。

明治２５年１０月２９日
高等科の付設が認可され、豊田尋常・高等小学校と改称す
る。

明治２８年１２月
校舎の改築により、豊川村字豊田町安田量蔵宅と的場良吉宅
を借上げる。

明治２９年１月 改築校舎へ移転する。

明治３３年８月１８日
第三次小学校令の改正に伴い、豊田尋常高等小学校と改称さ
れる。

明治３７年４月２６日 校舎腐朽により大修繕を行う。

明治３９年２月１４日
豊田村立町吉農業補習学校を付設する。同時に河崎農業補習
学校・豊田農業補習学校を開設する。

明治４３年１月２６日
校下３ヶ所の農業補習学校を廃止して１校とし、豊川村立豊
田農業補習学校とする。

明治４３年１２月２８日
豊田尋常高等小学校を豊川尋常高等小学校と改称する。土川
尋常小学校を廃止し、豊川尋常高等小学校土川分教場と改め
る。以上は明治４４年１月２０日より実施される。



豊川小

大正２年９月 新校舎新築工事を始め、大正３年６月に落成する。

大正４年９月１０日 新築校舎の落成式を行う。

大正９年１２月１日
２月末日まで土川分教場において土川・外原在籍の尋常５・
６学年児童を収容が許可される。

昭和１６年４月１日
３月１日付けで国民学校令が公布され、豊川国民学校と改称
される。

昭和１７年４月８日 鹿島郡豊川村豊川国民学校の変更位置が指定される。

昭和２２年４月１日
国民学校令が廃止され、豊川村立豊川小学校を改称される。
また、５月３日豊川村立豊川中学校を併設する。

昭和２９年３月３１日 町制実施に伴い中島町立豊川小学校と改正される。

昭和３３年１０月３１日 新築校舎の落成式を行う。

昭和３５年１０月 坂本喜平氏夫妻の寄付により正門を建設する。

昭和４０年１１月１８日 創立９０周年記念式典を行う。

昭和６０年５月 新築校舎の落成式を行う。

平成１６年３月２６日 中島地区小学校の統合により、閉校のため記念式典を行う。


